
子牛は寒さが苦手！

平均気温が氷点下となる冬季には胎子死率が有意に増
加する、との報告があります。これは、寒冷状況の低体
温で新生子の死亡が増えることが考えられています。
哺育牛は、「体重当たりの体表面積が少ない」「第一
胃が未発達で発熱量が少ない」ため、寒冷期には低体温
になりやすいのです。
哺育牛の適温域は13～25℃であり、気温が13℃未満で

「寒さ」を感じ、５℃未満になると発育に影響が出てき
ます。
中央家畜市場管内の月別平均気温では、10月から４月

までは13℃を下回るため、防寒対策が必要です（春先も
油断せずに防寒対策を続けましょう）。
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「ちょうどいい」

「寒い！」

「暑い！」

「寒すぎる・・・」

図１ 月別平均気温の推移（2020～2022年の月平均を集計）



牛舎寒冷対策の一例

子牛が寒さに負けないよう対策をしましょう。
①スターター給与で栄養充足、②腹冷え防止にお湯の
給与、③カーフジャケット等で暖かく、④コンパネ等で
すきま風防止、⑤たっぷりの敷料で乾いた寝床を用意！

ネックウォーマーと
カーフジャケットで
保温しよう
(ヒーター使用も○)

コンパネ等で

すきま風を防ぐ
（でも換気は
忘れずに！）

たっぷりの敷料
と牛床マットで
下から暖かく！
（濡れずに
乾いた寝床！）

新鮮な水（できれば
お湯）でスターター
をしっかり食べさせ
よう！


